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　こちらは、Ａさんです。
　Ａさんは、とある機械メーカーに就職し、営業部に配属され、営業マンとしてがんばっていました。そして、Ａさんが営業部に配属されて３年が経った頃のことです。


　残念ながら、Ａさんは営業が苦手で、同期と比べてもかなり営業成績が悪いという状況でした。

『あー、いったいどうしてなんだ。営業部の同期はどんどん営業成績を上げていくのに、僕だけ全然成績が上がらないよ。いったいどうしてなんだ。もうだめなのかな。僕、この仕事向いてないのかな・・・』

　このように、３年経っても自分だけ営業成績が上がらないことに、Ａさんはとても悩んでいました。

　しかし、このＡさん、あきらめませんでした。
　不屈の闘志で、とにかくあきらめず、それからもできることをやり続けました。
　しかし、すぐには、Ａさんの営業成績は上がりませんでした。
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　それから２年後のことです。なんと、
あきらめずに必死に頑張り続けたＡさん、なんと、２年後に、営業部でトップの成績になることができたのです。社内でも大きく表彰され、沢山のお祝いの声掛けをしてもらうことができました。

『やったー！やったよ、営業トップになれたよ！今までの人生で、ここまで必死にがんばったことなんて、これが人生で初めてだよ。
　必死に努力したことって、こんなにうれしいものだったんだ。今まで知らなかったよ。
　人生でこんなにうれしいことが起きるなんて、僕は最高に幸せ者だよ』

　それから、一年後のことです。Ａさんは、実は、悩んでいました。

『はあ、最近、なんか無気力なんだよな。燃え尽きてしまったというか。５年間必死に努力して、徐々に成績が上がっていくのが夢中になれるくらい楽しくて、それで最後に、営業部でトップになれたときは、人生でこれ以上の幸せはないってくらい、嬉しかったのにさ、
　それから、一年もしたら、嬉しさって、無くなってしまうもんなんだな。
　最近、なんにも楽しいことがないな。いったいどうしたら、良いんだろうか。
　このままじゃ、なにか、まずい気がするけれど、どうしたらよいのかわからないよ』
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『そうだ、先日、会社の社員研修を担当してくれた研修講師の先生に相談してみよう』





　こちらが、研修講師のＢさんです。

『こんにちは。Ａさん、先日の研修もお疲れ様でした。今日は、どうされましたか？』






『あ、どうもＢ先生、お世話になっております』
　
　このとき、Ａさんは事情を説明しました。




『なるほど、そうだったのですね。きっと色々な事情やお気持ちの問題があると思うので、正直なところ、どんなことをアドバイスさせていただくのが良いのか、私にもわからないのですが、さきほどのＡさんのお話をお聞きして、一つ、思い出した心理学の研究のお話があるので、それをお伝えしてもよいですか？』
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『はい、ぜひとも、お願いします』








『わかりました。では、突然ですが、高額の宝くじに当選した人は、その後、どれくらい高い幸福度が長続きすると思いますか？』






『うーん、そうですねぇ。まあ、高額の宝くじですから、もう何でも買えちゃうだろうから、少なくとも１０年は続くのかなと思いました』




『答えはなんと、１年だそうです。1978年にノースウエスタン大学の社会心理学者フィリップ・ブリックマンが行った宝くじの高額当選者の調査では、当選直後に幸福度が上がった人たちは、1年後の調査では「宝くじに当たっても幸福度は全体として変わっていない」と答えていたそうです。
これを快楽適応とか、幸福順応と言うそうです』
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『ええー！たった１年なんですか、驚きました。なるほど、おもしろいですねぇ。
　じゃあ、僕が営業部でトップになれた嬉しさも、１年も続かないっていうのも、なんだか、納得がいきました』。



『なるほど、そうですよね。高額の宝くじに当たるっていうものすごい低い確率のことが起きたとしても、１年ですからね。
　ちなみに、恐ろしいことに、高額の宝くじに当たった人は、その後、不幸になる人が多くいるというのも良く聞きますよね。お金の使い方が激しくなって破産してしまうとか、友達や家族を失うとか、事件に巻き込まれるとかですね』

『逆に、同じく、フィリップ・ブリックマン博士の研究で、不慮の事故で体が不自由になった人々も時が経てば、人は自分に起きた事に次第に慣れていき、いつしか自然に元に戻るそうです』



『あと、パーキンソンの第二法則という理論もあって、これは「支出の額は収入の量に達するまで膨張する」という理論だそうです』
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『なるほど、そうなのですね。それもなんだか素朴にわかるような気がします』






『でも、結局、最近、燃え尽きてしまったのか、無気力になってしまって、僕はどうすれば良いのか、わからないんですよね』





『なるほど、そうですよね。では、これは私の個人的な意見ですが、心理学に関連することで、もしかしたら参考になるかもしれないと思ったことをお伝えしても良いですか？』





『ぜひぜひ、お願いします』
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『はい、心理学の世界では、宝くじに当たるというような実現困難なケースも研究されていますが、逆に、日常生活で、やろうと思えばすぐできるようなことで、幸福度を上げる方法もたくさん研究されています。
　もちろん、それで一気に幸福度が急上昇するということはないですが、ほんの少し、心が軽くなったり、ちょっと嬉しい気持ちになったりと、ささやかなことかもしれませんが、毎日、ほんの少しでも幸福度を上げる方法を学んで実践すれば、毎日の幸福度をちょっとずつ、上げ続けることができる方法も研究されています。
　宝くじに当たるくらいの大きなことを目指すのも勿論良いですが、それと同時に、日々、小さくても、毎日明るく楽しく過ごせる工夫や仕掛けをしていくのも、良いのかなと思います。長い人生の質を全体的に底上げするイメージでしょうかね』

『なるほど、そうですね。毎日、なんだかモヤモヤしていたのですが、僕も、毎日、明るく楽しく過ごしたいので、小さな工夫を積み重ねたいと思いました。
　ぜひ、その方法を教えて欲しいです』


『はい、わかりました。様々な方法が沢山ありますので、ちょうど来週からの研修でお伝えしていきますので、一緒に学んでいきましょう』
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『はい、ありがとうございます。がんばります』


















＜参考＞
「モチベーションが上がらない・・・」
「がんばれない・・・」
「なんとなく満たされない・・・」
というよくあるご相談についての物語をマンガ形式でお伝えしました。
　色々な考え方があるところですので、一概には何とも言えませんが、あくまで一つの考え方として、意見交換のためのお題などにご活用いただけましたら幸いです。
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